
　11．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・値引き商品より新発売の商品に目がいく傾向にあ
る。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・店舗のブランド転換に伴う閉鎖で、売上、客数は減
少しているが、客単価は前年超えで推移しているた
め、個人の消費力は好調と感じる。ブランド転換した
店舗も品ぞろえやサービスが増えたこともあり、好調
に推移している。

変わらない 一般小売店［菓
子］

販売量の動き ・海外観光客は増加していても、土産物の購入には大
きくつながらないように感じる。

スーパー（販売
企画担当）

単価の動き ・今月も１品単価アップにより売上は前年比アップと
なる。客数はあまり変わらない。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・客単価が、前年と比較して10円ほど増えている。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・４月から新年度になり、何かと忙しい人が多いと感
じられる。

観光型ホテル
（マーケティン
グ担当）

販売量の動き ・客室稼働率の前年同月実績に対するマイナス幅が、
３か月前と同様である。

旅行代理店（マ
ネージャー）

来客数の動き ・個人旅行の問い合わせはあるものの、予約までには
至らないケースが多い。

ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・基本的に、弊社が予測した数値より良い数字が出て
いる。

住宅販売会社
（代表取締役）

来客数の動き ・金融機関の借入金利が下がっていることもあり、遊
休地に米国人向け賃貸投資物件や、戸建住宅建築の相
談が増えている。

住宅販売会社
（営業担当）

お客様の様子 ・資材高騰や、職人不足からくる建築単価増による建
築相談期間の延長がある。

やや悪く
なっている

百貨店（店舗企
画）

販売量の動き ・店全体では辛うじて前年を上回ったが、催事場の強
化や動員企画によるもので、景気は鈍化傾向にあると
感じている。免税売上を除くと前年割れとなる。

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

競争相手の様子 ・客席数の多い居酒屋が来客数減少、求人難、人件費
上昇、労働環境改善強化等で悩むなかで、オーナー経
営で小回りの効く１～３名でできる小さな専門店が多
くなって客が分散している。

通信会社（店
長）

販売量の動き ・総務省による販売価格の是正により全体的に値上げ
となったため販売量が落ち込んでいる。また、新商品
の品薄状態も影響している。

その他のサービ
ス［レンタ
カー］（営業担
当）

お客様の様子 ・稼働日数が短くなっている傾向にある。これまでは
那覇空港到着後、空港周辺からの出発が主だったが、
インターネット予約で到着翌日から利用したり、当日
のみの利用だったりと利用の仕方に変化が見えてきた
ように感じる。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・大型店は値段も崩せるが、小企業の場合はあまり値
引きができないし、単価的に大変苦慮している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

輸送業（営業） 受注価格や販売
価格の動き

・家具家電、衣料、食品、建築資材など全般的に取扱
物量が前年と比較し増えている。受注価格の改定も進
んでいることで収益も改善されている。

変わらない 窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・期首であり出だしが鈍い。公共工事、民間工事共に
減少している。

会計事務所（所
長）

取引先の様子 ・新規のアパート建築着工なども一段落しており、建
設業界は少し落ち着いている。

やや悪く
なっている

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量、及び価格とも思わしくない。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・今月だけを見ると求人数が増えており、景気が良く
なっているような感覚がある。しかし、その理由は、
中国の経済状況の変化で中国から撤退した企業が、国
内で人件費の安い地域で事業展開をしていくという事
情があるとのことである。複雑な気持ちが否めない。

家計
動向
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)

雇用
関連

(沖縄)



変わらない 人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・２～３か月前に比べ、派遣依頼や問い合わせの件数
は横ばいかやや減少気味である。

人材派遣会社
（総務担当）

求職者数の動き ・新年度に入り求職者の動きが出てきたが、高賃金や
正社員を目指す求職者が多く、ミスマッチが続いてい
る。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集室）

求人数の動き ・１月の週平均1,084件と比較すると、今月の週平均
件数は1,059件で、25件程度減少している。

悪く
なっている

－ － －
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